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祝成
人

おめでとう

平
成
27
年　
稲
敷
市
成
人
式

稲
敷
市
の
成
人
を
祝
う
式
典
が

１
月
11
日
、
江
戸
崎
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
に
は
、
晴
れ

着
姿
の
新
成
人
が
集
い
、
旧
友
や
恩

師
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
、
平
成
6
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
7
年
４
月
１
日
ま

で
の
間
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
者
お

よ
び
市
内
出
身
者
５
４
４
名
が
対
象

で
、４
２
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、市
長
お
よ
び
市
議
会
議

長
、
教
育
委
員
長
か
ら
の
祝
辞
、
市
長

か
ら
記
念
品
の
贈
呈
、成
人
者
を
代
表

し
て
渡
辺
優
樹
さ
ん
、池
田
真
理
さ
ん

が
意
見
発
表
、加
藤
達
也
さ
ん
の
謝
辞

な
ど
な
ご
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。式

典
の
あ
い
さ
つ
で
田
口
市
長
は
、「
ま

ず
、こ
れ
か
ら
の
10
年
後
の
30
歳
の
自

分
は
ど
う
な
っ
て
い
た
い
か
、そ
れ
ま

で
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い
か
、夢
や

目
標
を
描
い
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

前
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
新
成
人

を
激
励
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た「
お

楽
し
み
抽
選
会
」が
、
成
人
式
の
実
行

委
員
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。抽

選
の
度
に
歓
声
が
あ
が
り
、
会
場
は

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。ま
た
、

い
た
る
と
こ
ろ
で
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
カ
メ

ラ
で
記
念
撮
影
を
楽
し
む
新
成
人
の

姿
が
見
ら
れ
、
笑
顔
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　
今
と
昔
を
旧
友
や
恩
師
と
語
り
合

う
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
成
長
を
感

じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。20
歳
の
誓
い

を
新
た
に
、
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の

ご
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。

二十歳の抱負・夢二十歳の抱負・夢

成人式実行委員のみなさん成人式実行委員のみなさん

抽選会の様子抽選会の様子
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謝
　
辞

　

本
日
、
成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典

を
挙
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
新
成
人
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
日
成
人
式
を
迎
え
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

二
十
歳
と
い
う
年
齢
に
な
り
、
様
々
な
権
利
が
与
え
ら
れ
る
一
方
で
、

成
人
と
し
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
も
生
じ
ま
す
。社
会

に
出
る
と
い
う
意
味
を
し
っ
か
り
と
心
に
留
め
、
自
ら
の
責
任
で
判

断
や
行
動
を
し
、
ひ
と
り
の
社
会
人
と
し
て
自
覚
を
も
っ
て
、
生
き

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
中
、
つ
ら
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
、
大
き
な

壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
必
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
時
、
逃
げ

る
こ
と
な
く
、
立
ち
止
ま
ら
ず
前
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。た
ゆ

ま
ず
努
力
を
続
け
て
い
け
ば
、
そ
の
経
験
が
、
必
ず
自
分
の
力
に
な

っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。ひ
と
り
で
辛
か
っ
た
ら
、
周
り
を
見
て
く

だ
さ
い
。そ
ば
に
は
、
友
だ
ち
が
い
ま
す
。家
族
が
い
ま
す
。将
来
の

道
し
る
べ
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
が
い
ま
す
。た
と
え
、
こ
の

稲
敷
の
地
か
ら
離
れ
て
い
て
も
、
そ
の
絆
は
つ
な
が
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。

　

私
た
ち
は
、
今
日
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
、
そ
れ
を
通
し

て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
育
ん
で
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方

に
感
謝
を
し
、
新
た
な
出
会
い
の
中
で
、
尚
一
層
成
長
が
出
来
る
よ

う
、今
日
こ
の
時
か
ら
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

稲
敷
市
は
今
年
、合
併
十
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
ふ
る
さ
と
の
た
め

に
、少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
が
真
の
成
人
と
し
て
仲
間
入
り
が
出
来
ま
す
よ

う
、
ご
臨
席
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
稲
敷
市
の
み
な
さ
ま
の
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
更
な
る
ご
発
展
を

祈
念
し
て
謝
辞
と
い
た
し
ま
す
。（
一
部
省
略
し
て
あ
り
ま
す
）

　
　
　

平
成
二
七
年
一
月
一
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
成
人
代
表　

加
藤　

達
也

江戸崎中学校区（２）江戸崎中学校区（２）

江戸崎中学校区（１）江戸崎中学校区（１）

新利根中学校区新利根中学校区

桜川中学校区桜川中学校区

東中学校区東中学校区

新
成
人
５
４
４
人

新
成
人
５
４
４
人

人
生
の
新
た
な
門
出
に
立
つ
。

人
生
の
新
た
な
門
出
に
立
つ
。

▼

↑謝辞を述べる新成人代表の加藤達也さん



マル福の対象年齢を拡大します
対象者を高校3年生相当まで

平成27年2月11日（水）～3月3日（火）平成27年2月11日（水）～3月3日（火）平成27年2月11日（水）～3月3日（火）

今回で9回目を迎える、江戸崎の雛まつりが2月11日（水）から3月3日（火）
までの約1か月間開催されます。
　今年の“えどさき笑遊館”の飾り付けは、“四季のつるし飾り”をテーマに商
工会女性部が準備をしてまいりました。
　昨年好評だった物産販売や笑遊館カフェも行いますので、ぜひ商工会女性
部の力作を見に江戸崎商店街へお越しください!!

イベント開催（午後5時）イベント開催（午後5時）

“えどさき豆まきめぐり”で開運を！
本年も昨年好評だった “福餅まき”を笑遊館前で午後5時より、皆さまの元に福
がやってきますようにという意味も込めまして行います！
　毎年好評の、3寺社ライトアップや福豆・甘酒の配布、“福市”では恵方巻きな
どの販売も行います。

年男・年女募集!

節分当日、餅をまいていただけ
る年男・年女の方を募集いたし
ます。お申込みは、笑遊館HP を
ご覧ください。

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

　
雛
ま
つ
り
・
豆
ま
き
巡
り

　
雛
ま
つ
り
・
豆
ま
き
巡
り

　
あ
げ
餅
自
慢
大
会

　
あ
げ
餅
自
慢
大
会

広報稲敷 平成27年 2月号　67　広報稲敷 平成27年 2月号

受給者区分 所得制限 支給が受けられる対象者 自己負担金

高校生相当の児童 所得制限なし
高校1年生から高校3年生相当

※18歳の誕生日の属する年度の
　 3月31日まで

医療機関ごとに
外来 1日600円（月2回限度）
入院 1日300円（月3,000円限度）
※保険薬局は、自己負担金なし

新規拡大分

※健康保険で医療機関にかかった時の自己負担分の費用を一部助成する制度です。
※高校在学の有無は問いません。

●医療福祉受給者証の交付方法
対象者には4月1日からお使いになれる受給者証（黄色）を3月末までに郵送いたします。
お手元に届いた受給者証の保険者番号と現在お持ちの健康保険証が違っていた場合は受給者証と新しい保険証、印鑑を
お持ちになって、お近くの総合窓口課または保険課（医療福祉係）で手続きをしてください。
※重度障害者およびひとり親家庭の要件でマル福の助成を受けている方は除きます。

●医療福祉受給者証の使用方法
①茨城県内の病院等の場合
県内の病院などで診察を受ける場合は、「健康保険証」・「医療福祉費受給者証」を提示してください。
②茨城県外の病院等の場合
県外の病院などで診察を受けた場合は、「医療福祉費受給者証」の提示は必要ありません。市独自の制度ですので、通常支払
いをしていただき、「領収書（氏名・請求点数の分かるもの）」をお持ちになり、市役所窓口で支給申請をしてください。

稲敷市では、少子化・子育て支援対策の一環として、市単独制度
として平成27年4月1日から、医療福祉制度（マル福）の対象
者を高校3年生相当まで拡大します。
●稲敷市保険課（桜川庁舎）
　☎029-892-2000（内線4611・4606）

  マル福（医療福祉制度）とは？
マル福とは、健康保険証を使って病院や薬局などを受診したときに、窓口で支払う自己負担分の費用
を一部助成する制度です。医療費の経済的負担の軽減と健康の保持を図ることを目的として、県と市
町村が一体になって実施している制度です。

【外来】
・1回600円（医療機関ごとに月2回まで1,200円が限度額）については受給者に支払っていただきます。
※薬剤については負担なし

【入院】
・1日300円（医療機関ごとに月3,000円が限度額）については受給者に支払っていただきます。
※ただし、入院時の食事代や保険のきかないものについては、対象外です。（健康診断、予防接種、妊産
婦の検診料、薬の容器代、文書料、差額ベッド代など）
◎重度心身障害者の方は、外来・入院ともに自己負担はありません。



平成27年

第６回
稲敷市

日

9　広報稲敷 平成27年 2月号

開催概要開催概要
《日　時》平成27年2月22日（日）午前10時〜（無くなり次第終了）
《場　所》江戸崎農業公園ポティロンの森「食のホール」
	 ※当日は入園料・駐車料ともに無料です。
《試　食》試食用あげ餅の食べ比べにによる、味のコンテストを実施。
	 各出品者の試食用あげ餅を100円（1カップ）で販売。その他、袋	
	 入りあげ餅も販売します。
《その他》農産物・加工品の販売、ビンゴ大会や自衛隊コーナーも開催。

コンテスト概要コンテスト概要
来場者の投票により、グランプリ・準グランプリを決定します。

■かんたん投票3ステップ
①試食用あげ餅（1カップ100円）を購入
②購入したあげ餅を食べ比べしよう！
③気に入ったあげ餅に紙コップで投票！
　グランプリを決定！

今回は試食用あげ餅を1カップ100円で販売！今回は試食用あげ餅を1カップ100円で販売！

topicsトピックスtopicsトピックス

日
本
刀
鑑
賞
講
座

　
　

歴
史
民
俗
資
料
館
募
集

初
め
て
日
本
刀
を
手
に
取
る
方

な
ど
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、

観
賞
の
マ
ナ
ー
や
取
扱
い
に
つ

い
て
講
義
を
行
い
、
実
際
に
手

に
と
っ
て
日
本
刀
を
鑑
賞
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▽
日
時
：
２
月
22
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▽
会
場
：
市
立
歴
史
民
俗
資
料

館　
２
階
会
議
室

▽
対
象
：
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方

▽
定
員
：
20
名

▽
申
込
方
法
：
電
話
ま
た
は
来

館
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
み
・
問
合
せ
先

稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
　

年
金
コ
ー
ナ
ー

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

る
制
度
で
す
。

●
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
３
つ

の
給
付

①
老
齢
基
礎
年
金
：
老
後
を
支
え

ま
す
。

②
障
害
基
礎
年
金
：
病
気
や
け
が

で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
に

支
え
ま
す
。

③
遺
族
基
礎
年
金
：
加
入
者
が
亡

く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ
る
配
偶

者
お
よ
び
子
を
支
え
ま
す
。

●
納
付
の
特
例
制
度
・
猶
予
制
度

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。対
象
と
な
る
学
生
は
、
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業

年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校

に
在
学
す
る
方
で
す
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

※
ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ

れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
収
入
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
保
険
料
の
納
付
が

可
能
と
な
っ
た
時
に
「
追
納
制

度
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、

将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
５
︲
１
１
７
０

確
定
申
告
な
ど
の
控
除
証
明
書
交
付

　
　
障
害
者
控
除
／
お
む
つ
代

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
な
く
て
も
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
、
障
害
者
に
準
ず
る
方

と
し
て
市
か
ら
認
定
書
の
交
付

を
受
け
た
場
合
に
は
、
市
県
民

税
お
よ
び
所
得
税
の
障
害
者
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
医
師
が
発
行
す
る
お

む
つ
使
用
証
明
書
が
な
く
て
も
、

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
２
年
目
以
降
の
方

に
つ
い
て
は
、
市
が
交
付
す
る

確
認
書
と
お
む
つ
代
の
領
収
書

で
市
県
民
税
お
よ
び
所
得
税
の

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者

【
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
】

各
種
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
障

害
を
も
っ
て
い
る
方
（
障
害
の
程

度
は
市
の
認
定
基
準
に
よ
り
認
定
）

【
お
む
つ
代
医
療
費
控
除
用
確
認

書
】

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
で
介
護
認
定
資
料
（
主
治

医
意
見
書
）
に
お
い
て
次
の
全
て

の
事
項
が
確
認
で
き
る
方

①
意
見
書
の
作
成
日
が
お
む
つ
を

使
用
し
た
当
該
年
（
認
定
有
効
期

間
が
13
か
月
以
上
の
方
は
そ
の
前

年
）で
あ
る
こ
と

②
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度
（
寝
た
き
り
度
）
が
Ｂ
１
か
ら

Ｃ
２
で
あ
る
こ
と

③
尿
失
禁
の
発
生
可
能
性
が
「
あ

り
」で
あ
る
こ
と

●
申
請
方
法

印
鑑
を
持
参
し
、
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
高
齢
福
祉

課
）で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
５
５
）

・
竜
ヶ
崎
税
務
署
（
所
得
税
に
関

し
て
）
☎
０
２
９
７
︲
６
０
︲
２

０
２
９
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チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
金

　
　

制
度
終
了
の
お
知
ら
せ

平
成
12
年
4
月
よ
り
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
着
用
が
義
務
化
さ
れ
、

市
で
も
交
通
安
全
対
策
お
よ
び

少
子
化
対
策
と
し
て
、
1
歳
児

未
満
の
親
権
者
を
対
象
に
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
代
金

の
半
額
（
上
限
１
万
円
）
を
交

付
し
て
い
ま
し
た
が
、
普
及
・

使
用
率
の
増
加
と
昨
今
の
人
口

減
少
や
少
子
化
を
鑑
み
、
平
成

26
年
度
で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

購
入
補
助
金
制
度
を
終
了
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
補
助
金
交
付
の
対
象

と
な
る
方
は
、
申
請
期
限
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

平
成
27
年
9
月
30
日
（
水
）
午

後
5
時
ま
で

●
対
象
者

以
下
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
方
に
な
り
ま
す
。（
新
生
児

1
人
に
つ
き
1
回
限
り
）

・
稲
敷
市
に
住
所
を
有
す
る
方

・
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に

笹本石材（株）創業１４４周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます
東店

国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

水郷大橋

お見積り・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

創業１４４周年

天
体
観
望
会
を
開
催
し
ま
す

　
　
月
と
木
星
を
大
き
な
望
遠
鏡
で

未
成
年
の
方
は
保
護
者
と
同
伴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
先
着

30
名
）

▽
日
時
：
２
月
26
日
（
木
）
午

後
７
時
〜
８
時
30
分

▽
会
場
：
桜
川
中
学
校　
天
体

観
測
施
設

▽
内
容
：
月
と
木
星
の
観
望

▽
講
師
：
桜
川
天
文
愛
好
会

▽
そ
の
他
：
上
履
き
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。ま
た
、
十
分
な
寒

さ
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
天
候
不
良
の
場
合
は
翌
日
の

27
日（
金
）と
な
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

桜
川
公
民
館　
☎
０
２
９
︲
８

９
４
︲
２
９
８
１
（
月
曜
・
祝

日
は
休
館
日
）

生
ま
れ
た
子
の
親
権
者

・
現
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

購
入
し
た
方

●
必
要
書
類
な
ど

・
出
生
済
証
明
を
受
け
た
母
子

手
帳

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入

金
額
が
分
か
る
領
収
書

・
振
込
口
座
の
確
認
が
で
き
る

も
の（
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
）

・
印
鑑（
認
め
印
）

●
申
請
窓
口

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
桜
川
庁

舎
は
生
活
環
境
課
）
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
交
通
防
犯

係
（
桜
川
庁
舎
）　

☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

４
４
０
３
）

topicsトピックスtopicsトピックス

「
裂
き
織
り
体
験
」

　
　
歴
史
民
俗
資
料
館

機
織
り
機
に
触
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

　
自
分
の
手
で
機
織
り
機
を
動

か
し
、
ト
ン
ト
ン
裂
き
織
り
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。綿
切
り

と
糸
つ
む
ぎ
体
験
も
で
き
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
15
日
（
日
）
午

前
10
時
～
午
後
４
時

▽
会
場
：
市
立
歴
史
民
俗
資
料

館　
ロ
ビ
ー

▽
対
象
：
小
学
校
３
年
生
以
上

の
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▽
参
加
費
：
無
料

▽
申
込
方
法
：
電
話
ま
た
は
来

館
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
み
・
問
合
せ
先

稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

稲
敷
市
と
稲
敷
市
商
工
会
青
年

部
で
は
、
好
評
の
「
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
左
記
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
稲
敷
市
の

若
者
に
新
し
い
出
会
い
の
場
を

提
供
し
よ
う
と
計
画
し
た
も
の

で
、
10
組
の
成
婚
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
て
い
る
人
気
企
画
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
参
加
を
ス
タ
ッ
フ

一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
15
日
（
日
）
受

付
：
午
後
３
時　
開
始
：
午
後

３
時
30
分

▽
場
所
：
「
ラ 

フ
ェ
リ
ー
チ

ェ
」（
つ
く
ば
市
）

▽
参
加
資
格
：
男
性
＝
20
歳
〜

40
歳
く
ら
い
ま
で
の
独
身
の
方

※
稲
敷
市
在
住
の
方
最
優
先
、

応
募
多
数
の
場
合
抽
選

女
性
＝
20
歳
以
上
の
独
身
の
方

（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

▽
募
集
人
数
：
各
25
名
（
計
50

名
）

▽
参
加
料
：
男
性
５
０
０
０
円

女
性
１
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】

①
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
申
込
フ

ォ
ー
ム

②
青
年
部
Ｈ
Ｐ
の
申
込
フ
ォ
ー

ム
（http://e-seinenbu.

com

）

▽
締
切
：
２
月
３
日（
火
）

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
商
工
会
青
年
部
（
担

当
：
内
藤
）　

カ
ッ
プ
リ
ン
グ

専
用
携
帯　
☎
０
９
０
︲
８
８

１
８
︲
２
６
０
３

ＱＲコード

　9月開催時の様子

第
12
回
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

参
加
者
募
集

県
民
交
通
災
害
共
済
加
入
申
込
み

　
　

２
月
２
日（
月
）か
ら
受
付
開
始

平
成
27
年
度
県
民
交
通
災
害
共

済
加
入
申
込
み
の
受
付
を
２
月

２
日（
月
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
交
通
事
故

共
済
加
入
期
間
中
に
日
本
国
内

の
道
路
上
な
ど
を
運
行
中
の
自

動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
な
ど

の
接
触
、衝
突
、転
落
、転
覆
な

ど
の
事
故
に
と
も
な
う
人
の
死

傷
。

※
た
だ
し
、
事
故
な
ど
の
内
容

に
よ
っ
て
は
対
象
と
な
ら
ず
、

共
済
見
舞
金
の
給
付
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
時
に
各
庁
舎
総
合
窓
口
課

（
桜
川
庁
舎
は
生
活
環
境
課
）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
共
済
期
間
・
申
込
み
に
つ
い

て▽
共
済
期
間
：
平
成
27
年
４
月

１
日
（
水
）
～
平
成
28
年
３
月

31
日（
木
）

※
４
月
以
降
の
申
込
み
は
、
申

込
日
の
翌
日
か
ら
共
済
期
間
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▽
申
込
会
費
：
一
般
９
０
０
円
、

中
学
生
以
下
（
平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
で
中
学
生
以
下
の

方
）５
０
０
円

※
平
成
27
年
９
月
30
日
以
降
の

加
入
申
込
者
は
半
額
と
な
り
ま

す
。

▽
申
込
期
間
：
随
時（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

▽
申
込
方
法
：
「
県
民
交
通
災

害
共
済
加
入
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
各
庁
舎

総
合
窓
口
課
（
桜
川
庁
舎
は
生

活
環
境
課
）
へ
会
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
加
入
申
込
書
は
、
１

月
中
旬
に
各
戸
回
覧
に
て
配
布

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
各
庁

舎
総
合
窓
口
課
（
桜
川
庁
舎
は

生
活
環
境
課
）に
も
あ
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
交
通
防
犯

係
（
桜
川
庁
舎
）　

☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

４
４
０
３
）
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小
規
模
工
事
等
契
約

　
　
希
望
者
登
録
の
募
集

こ
の
制
度
は
、
市
が
発
注
す
る

小
規
模
な
工
事
や
修
繕
（
金
額

が
50
万
円
以
下
）
に
つ
い
て
、

受
注
・
施
工
を
希
望
す
る
方
を

登
録
し
、
積
極
的
に
業
者
選
定

の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
内
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大

を
図
り
、
市
内
経
済
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

▽
登
録
で
き
る
方
：
大
工
、
左

官
屋
、
ガ
ラ
ス
屋
な
ど
建
設
工

事
を
行
っ
て
い
る
方
（
会
社
の

場
合
は
市
内
に
本
店
が
あ
る
法

人
、
個
人
の
場
合
は
市
民
に
限

る
）
で
、
市
の
建
設
工
事
の
入

札
参
加
の
登
録
を
し
て
な
い
方

▽
登
録
業
種
：
建
設
業
法
第
２

条
に
規
定
す
る
業
種
（
工
事
な

ど
の
例
：
ド
ア
の
修
繕
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
の
修
繕
、
破
損
ガ
ラ
ス

の
交
換
、外
灯
の
修
繕
）

▽
受
付
期
間
：
平
成
27
年
３
月

２
日
か
ら
随
時
受
付（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

▽
申
請
方
法
：
郵
送
ま
た
は
持

参▽
申
請
場
所
：
稲
敷
市
管
財
課

〒
３
０
０
︲
０
５
９
５　
稲
敷

市
江
戸
崎
甲
３
２
７
７
番
地
１

▽
有
効
期
間
：
平
成
27
年
４
月

１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

※
な
お
、
２
年
ご
と
に
現
況
調

査
を
行
い
有
効
期
間
を
更
新
し

ま
す
。

▽
申
請
書
等
：
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。管
財
課
で
も
配
布

い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

管
財
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
管
財
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０
（
内
線
２
７
０
０
・
２
７
０

３
）

非
常
勤
職
員
募
集

　　
３
月
１
日
採
用

▽
職
種
：
介
護
認
定
調
査
員

▽
採
用
人
員
：
２
名

▽
仕
事
内
容
：
要
介
護
・
要
支

援
認
定
申
請
者
の
ご
自
宅
や
施

設
な
ど
を
訪
問
し
、
対
象
者
の

方
の
心
身
状
況
な
ど
の
調
査
と

書
類
の
作
成

▽
資
格
：
介
護
支
援
専
門
員
、

介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
看
護
師
な
ど
の
資
格

を
有
す
る
65
歳
未
満
の
方
で
都

道
府
県
が
主
催
す
る
認
定
調
査

員
新
規
研
修
を
修
了
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
平
成
27
年
度
の
研

修
を
受
講
で
き
る
方
（
研
修
を

修
了
し
て
い
な
い
方
は
研
修
修

了
後
の
雇
用
に
な
り
ま
す
。）

※
要
普
通
自
動
車
運
転
免
許

▽
雇
用
期
間
：
３
月
１
日
～
31

日（
年
度
更
新
あ
り
）

▽
勤
務
条
件
：
週
３
日
程
度　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
要
相

談
）

▽
報
酬
等
：
市
内
１
件
３
５
０

０
円　
市
外
１
件
４
５
０
０
円

（
他
交
通
費
支
給
）

※
稲
敷
市
一
般
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
く

▽
申
込
方
法
：
左
記
の
必
要
書

類
を
高
齢
福
祉
課
へ
提
出
（
郵

送
可
）、随
時
受
付
。

①
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
請
書

②
非
常
勤
職
員
等
履
歴
書
（
①
、

②
に
つ
い
て
は
高
齢
福
祉
課
に

あ
り
）

③
免
許
資
格
証
明
書（
写
）

▽
選
考
方
法
：
書
類
審
査
お
よ

び
面
接

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
５
３
）

〒
３
０
０
︲
１
４
９
２　
稲
敷

市
柴
崎
７
４
２
７
番
地

廃
品
回
収
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　
　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

「
不
用
品
を
無
料
で
回
収
す
る
」

と
、チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、街

中
へ
営
業
に
く
る
廃
品
回
収
業

者
に
不
用
品
の
回
収
を
依
頼
し

た
ら
、
法
外
な
手
数
料
を
請
求

さ
れ
た
、
と
い
う
相
談
が
全
国

的
に
増
え
て
い
ま
す
。中
に
は
、

頼
ん
で
い
な
い
物
ま
で
勝
手
に

ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ん
で
、
脅

迫
ま
が
い
の
請
求
を
す
る
業
者

も
い
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
一
般
廃

棄
物
の
収
集
は
市
に
許
可
を
受

け
た
事
業
者
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、冷

蔵
庫
な
ど
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
対
象
物
や
パ
ソ
コ
ン
は
、
メ

ー
カ
ー
等
が
引
き
取
り
ま
す
。

そ
し
て
、
業
者
が
商
品
を
再
販

す
る
た
め
に
有
償
で
引
き
取
る

場
合
は
公
安
委
員
会
の
「
古
物

営
業
の
許
可
」が
必
要
で
す
。安

易
に
廃
品
回
収
業
者
等
に
処
分

を
依
頼
す
る
こ
と
は
、
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
不
法

投
棄
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

・
相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

・
消
費
生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

☎
０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７

０

児
童
扶
養
手
当

　
　

受
給
要
件
の
一
部
改
正

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
を
受
給

す
る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平

成
26
年
12
月
以
降
は
、
年
金
額

が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い

方
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

●
今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に

手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

▽
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
祖

父
母
な
ど
が
、
低
額
の
老
齢
年

金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

▽
父
子
家
庭
で
、
子
ど
も
が
低

額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受

給
し
て
い
る
場
合

▽
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父

が
死
亡
し
、
子
ど
も
が
低
額
の

遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し

て
い
る
場
合
な
ど

《
参
考
：
児
童
扶
養
手
当
の
月

額
》平
成
26
年
４
月
〜

【
子
ど
も
１
人
の
場
合
】

・
全
部
支
給
：
４
１
０
２
０
円

・
一
部
支
給
：
４
１
０
１
０
円

〜
９
６
８
０
円
（
所
得
に
よ
り

決
定
）

【
子
ど
も
２
人
以
上
の
加
算
額
】

・
２
人
目
：
５
０
０
０
円

・
３
人
目
以
降
：
１
人
に
つ
き

３
０
０
０
円

●
新
た
に
手
当
を
受
給
す
る
た

め
の
手
続
き

子
ど
も
家
庭
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

●
支
給
開
始
日

手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支

給
開
始
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
公
的
年

金
を
受
給
し
て
い
た
こ
と
に
よ

り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

な
か
っ
た
方
の
う
ち
、
平
成
26

年
12
月
1
日
に
支
給
要
件
を
満

た
し
て
い
る
方
が
、
平
成
27
年

3
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、

平
成
26
年
12
月
分
の
手
当
か
ら

受
給
で
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年

３
月
分
の
手
当
は
、
平
成
27
年

４
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
ご
不
明
な
方
は
年
金
額
改
定

通
知
書（
平
成
26
年
４
月
か
ら
）

を
ご
用
意
い
た
だ
き
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０

２
）
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之
内
へ
電
話
に
て
申
込
み

●
（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
茨
城
県
支
部
（
山
之
内
）

☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲
７
４
６

３
ひ
き
こ
も
り
講
演
会

竜
ケ
崎
保
健
所

▽
日
時
：
３
月
11
日
（
水
）
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
（
受
付
：

午
後
１
時
15
分
〜
）　

▽
場

所
：
牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
牛
久
市
柏
田
町
１
６

０
６
︲
１
）　

▽
内
容
：
講
演

「
親
の
笑
顔
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思

考
）
が
子
ど
も
を
育
て
る
〜
絶

望
か
ら
の
旅
立
ち
〜
」、講
師
：

福
井
嗣
泰
氏
（
江
戸
川
大
学
メ

デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
教
授
）　

▽
対
象
者
：

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
の

家
族
お
よ
び
関
心
の
あ
る
方
、

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
従
事
す
る

関
係
職
員　
▽
申
込
方
法
：
竜

ケ
崎
保
健
所
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。　
▽
定
員
：

80
名　

▽
締
切
：
３
月
４
日

（
水
）　
▽
参
加
費
：
無
料

●
竜
ケ
崎
保
健
所　
☎
０
２
９

７
︲
６
２
︲
２
３
６
７

第
28
回
健
康
教
室

宮
本
病
院

左
記
の
日
程
で
健
康
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
：
高
血
圧
症　
▽
講

師
：
宮
本
二
郎 

先
生　

▽
日

時
：
３
月
５
日
（
木
）　
午
後
１

時
30
分
〜　
▽
場
所
：
新
館　

健
康
教
室　
▽
参
加
費
：
無
料

※
送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
宮
本
病
院　
地
域
医
療
連
携

室　
☎
０
２
９
９
︲
９
４
︲
３

０
８
０

人
工
肛
門・人
工
ぼ
う
こ
う

勉
強
会

▽
日
時
：
２
月
22
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
45
分
ま
で

▽
場
所
：
つ
く
ば
サ
イ
エ
ン

ス
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
つ
く
ば
市
吾
妻
１
︲

１
０
︲
１
）　

▽
会
費
：
１
０

０
０
円（
弁
当
、
お
茶
、
資
料
）

▽
内
容
：
専
門
看
護
師
か
ら
、

日
常
の
基
本
的
な
お
手
当
て
の

一
通
り
を
学
ぶ
。質
問
相
談
も

出
来
ま
す
。・
管
理
栄
養
士
か

ら
、食
事
に
つ
い
て
、学
ぶ
。

▽
申
込
：
２
月
16
日
ま
で
に
山

●
航
空
科
学
博
物
館　
☎
０
４

７
９
︲
７
８
︲
０
５
５
７

行
政
書
士

無
料
相
談

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
2
月
21
日（
土
）、
３

月
14
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
４

時　
▽
会
場
：
江
戸
崎
公
民
館

▽
相
談
内
容
：
相
続
や
遺
言
に

関
す
る
こ
と
／
法
人
設
立
お
よ

び
営
業
許
可
に
関
す
る
こ
と
な

ど●
茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支

部　
☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
１

８
５
０

第
15
回
鵬
墨
会
展

水
墨
画
展
開
催

鵬
墨
会
会
員
に
よ
る
水
墨
画
展

で
す
。額
装
・
舗
装
の
大
小
１
１

０
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

▽
会
期
：
３
月
12
日（
木
）〜
17

日
（
火
）　
午
前
10
時
〜
午
後
５

時　
※
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。　

▽
会
場
：
茨
城
県
立
県
民
文
化

セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
千
波
町
東

久
保
６
９
７
）　
▽
入
場
：
無
料

●
鵬
墨
会
本
部
（
上
坂
）　
☎
０

２
９
︲
８
７
３
︲
９
８
６
２

常
陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
17
日
（
火
）
／

３
月
９
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
予
約
制
）　

▽
場

所
：
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
・
年
金

受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
や
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
な
ど

ほ
か
年
金
に
関
す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

自
衛
官
募
集

予
備
自
衛
官
補

▽
受
験
資
格
：
平
成
27
年
７
月

１
日
現
在
で
（
一
般
）
18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
者
（
技
能
）
18

歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に
応

じ
て
53
〜
55
歳
未
満
の
者　
▽

受
付
：
１
月
８
日
（
木
）
〜
３

月
24
日（
火
）　
▽
試
験
期
日
：

４
月
10
日
（
金
）
〜
14
日
（
火
）

の
い
ず
れ
か
指
定
す
る
日　
▽

場
所
：
各
人
に
通
知

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ケ
崎
地
域
事
務
所　
☎
０
２

９
７
︲
６
４
︲
３
３
５
１

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

航
空
科
学
博
物
館

■「
飛
行
機
工
作
教
室
」

よ
く
飛
ぶ
ゴ
ム
動
力
飛
行
機
を

作
っ
て
飛
ば
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

上
手
に
飛
ば
す
コ
ツ
な
ど
も
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
11
日
（
水
）
午

後
１
時
〜
２
時
30
分　

▽
場

所
：
航
空
科
学
博
物
館
１
階
多

目
的
ホ
ー
ル　
▽
費
用
：
入
館

料
の
み　
▽
申
込
方
法
：
当
日
、

開
館
（
午
前
10
時
）
と
同
時
に

受
付
に
て
原
則
小
学
生
以
上
先

着
40
名
様
に
整
理
券
を
配
布
い

た
し
ま
す
。

■「
航
空
ア
ー
ト
展
」

毎
年
、
航
空
を
テ
ー
マ
と
し
た

ア
ー
ト
を
ご
紹
介
す
る
航
空
ア

ー
ト
展
。今
回
は
成
田
空
港
で

撮
影
さ
れ
た
空
撮
写
真
を
展
示

い
た
し
ま
す
。普
段
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
角
度
か
ら
の
空
港

や
航
空
機
の
美
し
い
姿
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
１
月
１
日
（
木
）
〜

３
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
５
時　
▽
場
所
：
航
空
科

学
博
物
館
２
階
展
示
室　
▽
費

用
：
入
館
料
の
み

市
で
は
、
障
害
福
祉
計
画
を
含

ん
だ
障
害
者
基
本
計
画
の
策
定

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
素
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
資
料
閲
覧
期
間
お
よ
び
意
見

募
集
期
間

２
月
10
日
（
火
）
～
２
月
25
日

（
水
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

●
資
料
閲
覧
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
社
会
福
祉

課
、
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
、
各

公
民
館
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

●
意
見
の
提
出
方
法

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
「
意

見
等
記
入
用
紙
」
ま
た
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
・
メ
ー
ル
・
持
参
の
い
ず

れ
か
の
方
法
に
て
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名
の
記

入
は
必
須)

■ 

問
合
せ
・
提
出
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
１
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
９
７
︲
８
７
︲

３
１
１
８

e-m
ail

：fukushi2014@
city.inashiki.ibaraki.jp

男
の
料
理
教
室

　

  

男
女
共
同
参
画
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

防
災
啓
発
研
修
会

　

  

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修

女ひ
と
と
男ひ
と
い
な
し
き
蒼か

ぜ風
の
会
で

は
、啓
発
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て「
男

の
料
理
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

家
族
や
自
分
の
た
め
に
、
料
理

初
心
者
の
方
も
こ
の
機
会
に
料

理
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
２
月
22
日
（
日
）
午

前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

▽
場
所
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

栄
養
指
導
室

▽
定
員
：
20
名（
申
込
順
）

▽
材
料
費
：
５
０
０
円

災
害
時
に
地
域
で
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
自
主
防
災
組
織
に
関
す

る
内
容
を
中
心
に
、
防
災
啓
発

に
関
す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。災
害
は
、い
つ
・
ど
こ
で

起
こ
る
か
分
り
ま
せ
ん
。こ
の

機
会
に
、
地
域
の
防
災
力
向
上

▽
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
バ
ン
ダ

ナ
）

▽
申
込
方
法
：
２
月
13
日（
金
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
み
・
問
合
せ
先

稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸
崎

庁
舎
）　
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内
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e-m
ail

：hisyokouchou@
city.inashiki.lg.jp

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
18
日
（
水
）
午

後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所
：
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

稲
敷
市
障
害
者
基
本
計
画（
案
）

　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

▽
参
加
費
：
無
料

▽
講
演
内
容

①
震
災
体
験
と
震
災
か
ら
の
教
訓

②
気
象
庁
に
よ
る
地
震
防
災
の
施

策③
自
主
防
災
組
織
の
活
動
事
例

（
自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
な
ど
）

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川
庁

舎
）
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内
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・
茨
城
県
防
災
・
危
機
管
理
課　
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水廻り救急車！  すぐ駆けつけます

稲敷市給排水設備指定工事店
スズキハウス 販売代理店

稲敷市阿波崎 1568
TEL:0299-79-1543

代表　根本 國男

給排水設備の事で
困ったらすぐ電話
稲敷市・阿見町・県南水道企業団

根本住宅産業根本住宅産業

鹿嶋市荒野 1393-3（中野東小近く　実機あります。見学歓迎）
お問い合わせは ０２９９ー６９ー７９０９（TEL/FAX）
地元・自社施行販売の 有限会社 赤嶺電研企画

建設業許可茨城県知事 般-18 第 31782 号
太陽光発電の設計・施行・販売【産業用・家庭用】

太 陽 光 発 電 で
第二の年金！を始めませんか？
家族！家計！日本！そして、地球環境！全部に貢献！

広告
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informationくらしと情報

2月  5日（木）	 東庁舎	 弁護士
2月12日（木）	 桜川庁舎
2月19日（木）	 ふれあいセンター	 弁護士
2月26日（木）	 江戸崎公民館	
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：2月10日（火）、24日（火）　午前10時〜午後4時
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ケ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けしますので、相談をご希望
の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）

2月17日（火）　江戸崎庁舎／ 2月18日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝2月9日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報

市
長
の
動
向
（
12
月
）

１
日
：
保
護
司
会
市
政
報
告

会（
桜
川
庁
舎
）
／
庁
議（
江

戸
崎
庁
舎
）
／
年
末
の
交
通

事
故
防
止
県
民
運
動
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
パ
ル
ナ
）

５
日
：
農
業
振
興
地
域
整
備

促
進
協
議
会（
東
庁
舎
）

６
日
：
消
防
出
初
式
予
行
訓

練
（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）

10
日
：
稲
敷
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
（
桜
川
運
動
公

園
）
／
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
等
供
給
協
力
に
関
す

る
協
定
調
印
式
（
江
戸
崎
庁

舎
）
／
中
部
地
区
米
産
地
づ

く
り
推
進
協
議
会
全
体
反
省

会（
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
）

16
日
：
男
女
共
同
参
画
審
議

会（
江
戸
崎
庁
舎
）

17
日
：
文
化
祭
実
行
委
員
会

（
新
利
根
庁
舎
）
／
区
長
会

連
合
会
行
政
懇
談
会
（
江
戸

崎
庁
舎
）

18
日
：
県
農
林
振
興
公
社
理

事
会（
旧
穀
物
改
良
協
会
）

19
日
：
新
議
員
と
の
初
顔
合

わ
せ
（
東
庁
舎
）
／
年
末
に

お
け
る
犯
罪
抑
止
活
動
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
パ
ン
プ
）

20
日
：
交
通
安
全
功
労
者
及

び
優
良
運
転
者
等
表
彰
式

（
桜
川
庁
舎
）

21
日
：
桜
川
地
区
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
大
会（
桜
川
運
動
公
園
）

22
日
：
臨
時
議
会（
東
庁
舎
）

26
日
：
御
用
納
め（
各
庁
舎
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：QR コードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：2月18日（水）　午前10時～正午、午後1時〜3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

メール登録

労務関係無料相談会
市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時と場所：2月24日（火）　江戸崎公民館／  3月24日

（火）　江戸崎公民館　※両日とも午前9時30分〜正午　▽
対象：市内企業経営者および勤務する方の労働トラブルなど
▽要予約（前日午後5時までに予約してください）
問合せ・予約受付先
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5604）
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information放射線（放射能）情報

※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

項　　　目 検　　査　　品　　目

不　検　出 -

基準値内のもの ゆず（1）

基準値を超えたもの -

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料
で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎
は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、生活環
境課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてください。

▪放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています
※「不検出」・・・「検出限界値」未満であることを表し、おお
むね25ベクレル毎キログラムになります。
※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は
100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取
場所などの詳細、ご相談については、稲敷市生活環境課

（tel.029-892-2000　内線4407）にお問い合わせください。

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.061 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.073
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.092 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.084 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.078 
新利根小学校 校庭中央 50cm 0.081
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.084 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.058
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.054 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.078
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.054
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.068 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.062 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.081 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.084 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.084 
東中学校 校庭中央 1m 0.060 
認定こども園えどさき

（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.088 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.088 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.078 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.055 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.068 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.097

各体育施設、公園（12月24、26日）
施設名称 測定地 高さ 測定値

根本共同利用施設
（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.090 
高田コミュニティセンター

（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.100 
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.100 
沼田野球場 野球場 1m 0.110 
江戸崎学校給食センター脇 野球場 1m 0.130 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.070 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.110 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.090
東グラウンド 野球場 1m 0.130 
白鷺球場 野球場 1m 0.100 
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.110 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.080 
堂前公園 公園中央 50cm 0.120 
和田公園 公園中央 50cm 0.130 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.140 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.120 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.120 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.120 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.100 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 0.060 

各小・中学校、幼稚園（11月10日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.089
認定こども園桜川こども園

（桜川保育所） 園庭中央 50cm 0.077 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.067 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.060 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.047 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.072 

食品放射性物質測定結果（12月1日〜31日）

学校給食と水道水の放射能検査結果
各保育所（園）など（12月24日）

※公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、
江戸崎総合運動公園テニスコート、新利根総合運動公園遊
戯施設、桜川総合運動公園多目的G・遊戯施設・テニスコー
ト）につきましては、除染を実施しました。

放射性ヨウ素・放射性セシウムともに不検出。
※水道水：不検出とは検出限界値（おおむね1Bq ／ kg を下回った
ことを言います。）

informationくらしと情報

2月1日（日）	 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
	 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
2月8日（日）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
2月11日（水）	 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
	 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
2月15日（日）	 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 あみ小林クリニック（阿見町）Tel.029-888-2200
2月22日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
3月1日（日）	 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
	 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
3月8日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
3月15日（日）	 いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
	 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）tel.029-830-5151
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

市の人口（常住人口）
総人口：43,711人（-50）

　　男：21,677人（-26）

　　女：22,034人（-24）

世帯数：14,827世帯（2）

※1月1日現在

2月の納税
▽納期限：3月2日（月）
・固定資産税：4期
・介護保険料：6期
・国民健康保険税：6期
・後期高齢者医療保険料：8期

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜0時30分／休日昼間の
み＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場
陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 第2、第4火（午前9時30分〜）、土曜（午後1時～）
太極拳教室	 2月11日（水）　午後1時30分〜
生花教室	 2月16日（月）　午後1時30分〜
料理教室	 2月25日（水）　午前10時〜
絵手紙教室	 2月25日（水）　午後1時30分〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷地域小児救急輪番制
夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時〜9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時〜9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時〜5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時〜正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午〜午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

※祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJA とりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。
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で・き・ご・と
11-1月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上
げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000

（内線2400）

5 

新
利
根
中
学
校　
国
際
交
流

12
月
17
日
、
新
利
根
中
学
校
に
バ
ン
ド
ゥ
ン
市（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

の
中
学
生
が
訪
れ
、
生
徒
同
士
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。バ
ン

ド
ゥ
ン
市
の
生
徒
た
ち
は
授
業
参
観
や
美
術（
墨
絵
）、
無
言
清
掃

活
動
な
ど
を
体
験
し
、親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

6 

江
戸
崎
総
合
高
校
で
小
学
生
体
験
講
座

12
月
25
日
、
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校
で
、
江
戸
崎
小
学
校
の
児
童

19
名
を
集
め
て
体
験
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。児
童
た
ち
は
、
ビ

ス
ケ
ッ
ト
作
り
、
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
、
ペ
ン
立
て
作
り
の
３
講
座

に
分
か
れ
、
高
校
の
先
生
や
高
校
生
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
、
興

味
を
も
っ
て
も
の
づ
く
り
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

7 

物
資
供
給
協
力
協
定
の
調
印
式

12
月
10
日
、
市
は
、
茨
城
県
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
江
戸
崎
支
部
と

災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
協
力
に
関
す
る
協
定
の
締
結
を
し
ま

し
た
。内
容
は
、
災
害
時
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
お
よ
び
応
急
対
策
用
資
機

材
の
調
達
と
対
策
要
員
を
確
保
し
、
市
内
の
被
災
施
設
へ
供
給
し
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
速
や
か
な
復
旧
を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
。

8 

市
へ
寄
付

舞
島
流
舞
踊
連
合
会
様
（
8
︲
ａ
）
よ
り
歳
末
助
け
合
い
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
す
み
れ
コ
ー
ラ
ス
様（
8
︲
ｂ
）よ

り
、
震
災
復
興
の
た
め
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

9 

消
防
出
初
式　

１
月
10
日
、
東
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
内
の
消
防
団
員
が
一
同
に

会
し
、厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、行
進
や
服
装
点
検
、各
表
彰
が
行
わ

れ
、防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

１ 

い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
！
絆
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

11
月
19
日
、
江
戸
崎
小
学
校
で
「
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
！
絆
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。い
じ
め
防

止
の
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
・
人
権
に
つ
い
て
の
作
文
の
発
表
や
「
い

じ
め
ゼ
ロ
決
意
表
明
」
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
は
い
じ
め
を
な
く

す
意
志
を
固
め
ま
し
た
。

2 

い
じ
め
を
な
く
そ
う
人
権
教
室

12
月
４
日
か
ら
始
ま
る
人
権
週
間
を
前
に
、
10
月
29
日
（
桜
川
こ

ど
も
園
５
歳
児
）と
11
月
28
日（
新
利
根
小
学
校
５
年
生
）を
対
象

に
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。小
学

校
で
は
啓
発
ア
ニ
メ
、
こ
ど
も
園
で
は
紙
芝
居
を
使
い
、
い
じ
め

な
ど
に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

３ 

地
域
防
災
講
演
会

12
月
３
日
、
浮
島
小
学
校
に
お
い
て
、
地
域
防
災
講
演
会
と
し
て

自
然
災
害
科
学
実
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。講
師
に
ド
ク
タ
ー・

ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
（
納
口
恭
明
氏
）
を
迎
え
、
児
童
た
ち
が
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
と
水
、
砂
な
ど
身
近
な
も
の
で
実
験
装
置
を
作
り
、
自

然
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。分
か
り
や
す
く

楽
し
い
説
明
で
、
児
童
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
保
護
者
の
方
々
も

防
災
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。

4 

人
権
啓
発
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の「
人
権
週
間
」に
当
た
り
、12
月
４
日

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ン
プ
に
て
、
市
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。「
み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀
～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち　
育
て
よ
う
思
い
や
り

の
心
～
」と
訴
え
ま
し
た
。
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

child rearing子育て

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

public health center保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

public health center保健センター
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　　 あ い ア イ
～ 親子クッキング♪ ～
親子でおいしいサンドウィッチと温か
いスープを作りましょう♪
▽日時：2月18日（水）午前10時～　
▽会場：ふれあいセンター　▽対象者：
2歳～就園前の親子15組　▽予約：1
月26日（月）～ 2月10日（火）まで

～ 雛人形を見に行こうツアー♪ ～
伝統あるお雛飾りが江戸崎商店街に飾
られます！商店街のお店と雛飾りを散
策するツアー♪参加者募集です！
▽日時：2月24日（火）午前10時15
分笑遊館駐車場集合（予約電話受付は
平日午前10時～午後3時）

　　 つばさ・ひまわり
～ 雛飾りを作ろう ～
雛飾りを楽しく作ってお家に飾りませ
んか？簡単に作れるので、ぜひ気軽に参
加してくださいね！お待ちしてます♪
▽日時：2月26日（木）午前10時15
分～　▽場所：支援センターこうだ　
▽申込：25日（水）までに要予約

　　 こ う だ

あそびの広場日程　〜2月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。

（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）

【あいアイ】
12日（木）	 ママと遊ぼう！
20日（金）	 2月生まれのお誕生会♪
★ぴょんぴょんコーナー★　毎週（火）予約不要
3日：豆まき集会　10日：制作　17日：リズム　24日：制作
【つばさ】
  3日（火）	 保育園の節分集会に参加しよう♪（午前10時〜）
  5日（木）	 ほっこり雛飾り制作
10日（火）	 給食体験＆子育てトーク（離乳食完了児＆カミカミ期）

12日（木）	 手芸講座
16日（月）	 お誕生会＆ハッピーバレンタイン♥準備
19日（木）	 norinori ☆英語であそぼ♪
【ひまわり】
  3日（火）	 節分集会に参加☆鬼退治しよう！（午前10時）
  4日（水）	 お誕生会＆バレンタインチョコ手作りしよ♪
10日（火）	 給食体験（離乳食完了児＆カミカミ期）
13日（金）	 バレンタインカードを作ろう♪
18日（水）	 雛飾りを作ろう
26日（木）	 エアロビ＆ヨガでリフレッシュ！
【こうだ】
  5日（木）	 たまごポプリ作り♪
12日（木）	 手作りおもちゃで遊ぼう
19日（木）	 触れ合い遊び♪

つばさ・ひまわり
つばさ・ひまわり合
同クリスマス会♪サ
ンタさんにも会えて
みんなのお顔が笑顔
に☆

あいアイ
ぴょんぴょんルーム
壁面制作。
今年はわたしの年よ
☆かわいいでしょ♡

こうだ
☆おやつ作り☆焼き
たてのスイートポテ
トをみんなでワイワ
イ楽しく試食♪ホク
ホク甘くておいしか
ったね！！

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　～2月分～
☆ 開設時間：午前10時～午後3時

【東保健センター】
4日（水）、6日（金）、9日（月）、12日（木）、25日（水）、27日（金）

【桜川保健センター】
2日（月）、5日（木）、13日（金）、16日（月）、23日（月）、26日（木）

　　　特定保健指導を受けましょう

　　　乳がん・子宮がん医療機関検診

行事予定（2月） 月27日〜7月31日生まれ
2歳児歯科健診
▽ふれあいセンター：2月24日（火）午
前9時45分〜10時　対象＝平成24
年12月27日〜平成25年1月31日生
まれ
3歳児健診
▽江戸崎保健センター：2月18日（水）
午後1時〜1時20分　対象＝平成24

詳しくは、すくすくカレンダーをご覧
ください。
3〜4か月児健診
▽江戸崎保健センター：2月6日（金）
午後1時〜1時20分　
1歳6か月児健診
▽東保健センター：2月13日（金）午後
1時〜1時20分　対象＝平成25年6

年1月1日〜2月1日生まれ
マタニティースクール
妊婦さんが安心して出産、育児を迎え
られるようお手伝いする教室です。
▽ふれあいセンター：3月13日（金）　
内容＝（午前）妊娠中の過ごし方、お産
の経過と補助動作、（午後）産後の生活、
新生児の育児

特定健診の結果、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）か、その予備群で予防効果が高いと判定された方を対象に特
定保健指導を行います。
特定保健指導は、食事や運動の生活習慣を見直し、心臓病・脳卒中・糖尿病の合併症の予防を目的としたものです。
対象となる方には、各医療保険者から連絡がありますので、積極的に参加され、生活習慣病予防に取り組みましょう。
＊国民健康保険の方で動機付け支援の対象となった方には、健康増進課からご案内いたしますのでぜひご参加ください。

乳がん・子宮がん医療機関検診の受診券を交付しています。
医療機関での検診をご希望の方は健康増進課へお問い合わせください。

（今年度の交付期限：平成27年2月27日　　利用期限：平成27年3月31日）

検診項目 対象年齢 自己負担

子宮がん検診 20歳以上の女性 1,000円

乳がん検診
※マンモグラフィ
は 2 年 1 回 の 検 査
になります。

超音波検査 30〜56歳の女性    500円

マンモグラフィ
（2方向） 40〜49歳の女性 1,000円

マンモグラフィ
（1方向） 50歳以上の女性    500円
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lifelong education生涯学習

	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
		  fax.0297-87-5306

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

public library図書館だより

図書カレンダー  2月

市立図書館休館日＝■■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 1	 22		 3	 4	 5	 6	 7	
	 8		 9	9	 10	 1111	 12	 13	 14	
	 15	 1616	 17		 18	 19	 20	 21	
	 22	 2323	 24	 25	 26	 2727	 28
江戸崎公民館図書室
毎週月曜日、11日（水）、24日（火）
桜川•新利根公民館図書室
毎週月曜日、11日（木）
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時
※図書館は水曜日のみ午前11時
〜午後7時

映画会　〜2月分〜
▽上映時刻：午後2時〜
▽申込方法：当日カウンターで
▽定員：各70名
■アジャストメント（洋画106分）
▽上映日：1月31日（土）・2月1日（日）
■アイス・エイジ（アニメ82分）
▽上映日：7日（土）・8日（日）
■アナスタシア（アニメ94分）
▽上映日：14日（土）・15日（日）
■幸せへのキセキ（洋画124分）
▽上映日：21日（土）・22日（日）
■くまのがっこう（アニメ20分）
▽日時：28日（土）・3月1日（日）

折ってあそぼう！
今月は「指人形」を作ってあそびます。
▽日時：2月14日（土）午前10時〜
11時　▽対象：3歳〜小学生まで（当
日申込、定員20組）
おはなし会ボランティアさんによるク
リスマス会を開催しました。紙芝居、

エプロンシアター、手品など盛りだく
さん、楽しいひとときでした。

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
◆おはなしの木：2月21日（土）午後1
時〜　大型絵本「トーマスきかんしゃ
をひく」、「じゃんけんポン」ほか
◆図書館おはなし会：2月22日（日）
午前10時30分〜　絵本「ちいさなふ
ゆのほん」、「いのちの木」ほか

新着CD（朗読）
◆宮部みゆき傑作選

「お文の影」萩原聖人
「ばんば憑き」中嶋朋子
「器量のぞみ」斉藤由貴

市立図書館

新刊図書（写真左から）
「峠しぐれ」
葉室麟（双葉社）
「疾風ロンド」
東野圭吾（実業之日本社）
「六花落々（りっかふるふる）」
西條奈加（祥伝社）

「機龍警察火宅」月村了衛
「管見妄語とんでもない奴」藤原正彦
「善き女の愛」アリス マンロー
「北条早雲 悪人覚醒篇」富樫倫太郎
「親愛なる」いとうせいこう
「教団Ｘ」中村文則
「レッツゴー・ばーさん！」平安寿子

このほかにも多数の新刊図書があります。市ホームペ
ージでご確認ください。

「神無月」大杉漣、
◆童話選集

「芥川龍之介童話選集」小椋佳
「有島武郎童話選集」森山良子
「今西祐行」森山良子
「浜田廣介童話選集」さだまさし
ほか、朗読CD 入りました。

稲敷市学校・地域防災力強化講演会のお知らせ

近年多発する自然災害により、多くの
子どもたちが犠牲になっています。今
後も起こるであろう自然災害から命を
守るため、“今、何をすべきか” ご自身
の問題として考えてみませんか。

●テーマ：「自然災害から子どもたち
　の命を守るために」
●日時：2月22日（日）午後2時30分
　〜4時
●会場：あずま生涯学習センター
●講師：坂井知志 氏

（常磐大学コミュニティ振興学部教授）
●申込み：不要、入場無料

（どなたでもお気軽にご参加ください）

桜川地区ロードレース大会

12月21日、毎年恒例の桜川地区ロー
ドレース大会が桜川運動公園で開催さ
れました。
　市内外の小中学生・高校生・一般の
303名が参加し、公園内とその周辺を

力走しました。
　大会のサポートには、茨城ゴールデ
ンゴールズの選手・スポーツ少年団の
保護者など大勢の方にご協力いただき
ました。ありがとうございました。

また、最後に大杉ボランティアの
協力のもと、豚汁が振る舞われま
した。
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ふ
る
さ
と
探
訪　

第
１
０
１
号

　
 

小
野
川
の
源
流
を
訪
ね
て
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
井
戸
賀
信
夫

ふ
る
さ
と
の
川
、
小
野
川
を
歩
い
て
み
ま
し
た
。

稲
敷
台
地
の
谷
間
を
西
方
よ
り
東
方
に
流
れ
、

古
渡
で
霞
ヶ
浦
へ
と
流
入
し
ま
す
。

　

か
つ
て
小
野
川
河
口
近
く
に
は
、
広
々
と
し

た
入
江
が
あ
り
自
然
の
遊
水
池
で
も
あ
り
ま
し

た
。そ
の
周
辺
の
高
台
に
は
、
古
代
の
人
々
が

生
活
し
た
痕
跡
を
残
す
貝
塚
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
近
世
以
来
舟
運
で
栄
え
た
地
域
で
も

あ
り
、
小
野
川
近
く
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
も
上

流
の
様
子
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。た
だ
、
つ
く
ば
市
小
野
崎
の
弁
天
池

よ
り
流
れ
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
い

つ
か
そ
の
場
所
を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
つ
つ

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

細
か
く
調
査
さ
れ
た
『
新し

ん
ぺ
ん編
常ひ
た
ち
こ
く
し

陸
国
誌
』
に

「
源
み
な
も
とハ
河
内
郡
小
野
崎
村
ヨ
リ
出い

ヅ
、
因よ
っ

テ
名

ト
ス
、
東
南
ニ
流
レ
テ
、
信
太
郡
島
田
村
ニ
至

リ
、荒
川
ノ
小
流
ニ
合
シ
、信
太
、河
内
郡
ノ
間

東
流
シ
、
即
す
な
わ
ち

江
戸
崎
ノ
流な
が
れ
う
み海（
古
い
に
し
えノ
榎え
の
う
ら浦
ノ
流

海
）ニ
入
ル
」と
あ
り
、
冒
険
心
に
か
ら
れ
小
野

川
に
か
か
る
橋
を
た
ど
り
な
が
ら
源
流
を
訪
ね

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
河
口
の
古
渡
橋
、
現
在
の
橋
は
平
成
十

九
年
竣
工
の
四
代
目
で
す
。

　

戦
後
こ
の
入
江
が
干
拓
さ
れ
、
六
六
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
美
田
に
変
わ
り
ま
し
た
。こ
の
干
拓

に
よ
り
小
野
川
も
引
船
橋
の
下
流
を
高
田
須
賀

集
落
の
中
を
通
り
、
土
岐
原
氏
の
館
跡
と
言
わ

れ
る
御お
ん
じ
ょ
う城を
か
す
め
、
横よ
こ
ま
ち町
河が

し岸
の
あ
っ
た
近

く
に
付
け
替
え
ら
れ
、
集
落
の
中
に
高
田
橋
が

造
ら
れ
ま
し
た
。

　

旧
河
川
の
江
戸
崎
の
シ
ン
ボ
ル
・
大
正
橋
に

は
、
流
れ
を
変
え
た
沼
里
川
が
流
入
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
流
域
に
は
多
く
の
河か

し岸
が
あ
り
、
産
物

の
集
散
地
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
こ
の
地
方
の
醤
油
は
舟
運
に
よ
り
江
戸

へ
と
大
量
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。江
戸
時
代
の
醤
油
番
付
表
に
江
戸
崎
の
辻

田
（
鍋
屋
）
忠
兵
衛
、
君
山
の
井
筒
屋
（
飯
田
）

藤
右
衛
門
、
鳩
崎
の
関
口
八
兵
衛
等
の
名
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
上
流
の
伊
佐
津
橋
、
こ
こ
に
は
舟
運

の
名
残
り
で
あ
る
小
野
川
水
神
宮
が
祀
ら
れ
、

寄
進
者
は
東
京
、取
手
、小お
お
ほ
り堀
、銚
子
と
広
範
囲

　

初
代
は
明
治
二
四
年
に
造
ら
れ
た
浮
橋
、
二

代
目
が
木
橋
で
、「
ほ
い
ほ
い
地
蔵
」伝
説
の
地

蔵
尊
が
祀
ら
れ
て
い
る
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。

新
古
渡
橋
は
国
道
一
二
五
号
線
の
バ
イ
パ
ス
と

し
て
上
流
に
造
ら
れ
、交
通
量
が
多
い
で
す
。

　

遡
さ
か
の
ぼる
と
、
榎
ヶ
浦
、
荒
沼
、
羽
賀
沼（
楓
湖
）

と
呼
ば
れ
て
い
た
大
き
な
入
江
と
な
っ
て
お
り
、

南
側
高
台
に
椎
塚
貝
塚
が
あ
り
ま
す
。

　

椎
塚
貝
塚
は
、
明
治
時
代
に
発
掘
さ
れ
、
そ

の
出
土
品
に
注
口
土
器
、
山
形
土
偶
が
あ
り
多

く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
鯛
の
頭
骨

に
ヤ
ス
が
刺
さ
っ
た
も
の
が
出
土
し
話
題
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
入
江
の
周
辺
に
は
、
数
多
く
の

貝
塚
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
当
時
の
繁
栄
が
し
の

ば
れ
ま
す
。

　

次
に
江
新
橋
、
こ
の
北
側
の
台
地
に
律
令
時

代
の
長
者
伝
説
や
塔
の
礎
石
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
事
か
ら
古
代
の
駅
家
、
東
海
道
の
跡

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
後
の
調
査

が
待
た
れ
ま
す
。

　

こ
の
上
流
に
、
稲
敷
市
最
上
流
の
弁
天
橋
が

あ
り
阿
見
町
へ
と
入
り
ま
す
。（
次
号
へ
続
く
）

●
歴
史
民
俗
資
料
館

　
☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

干
蒲
団
日
の
ぬ
く
も
り
に
抱
か
れ
寐
る	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

寒
禽
の
渡
る
水
面
に
烟
り
た
つ	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

三
毛
猫
の
思
案
顔
な
る
時
雨
か
な	

篠
田
邑
草（
新
山
）

綿
帽
子
冬
芽
を
守
る
辛
夷
か
な	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

声
か
け
て
仏
壇
ひ
ら
く
今
朝
の
冬	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

亡
き
妻
に
追
慕
の
ご
と
く
散
る
落
葉	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

息
白
し
切
り
絵
の
や
う
な
子
と
小
犬	

石
井
忠（
橋
向
）

枯
真
菰
こ
こ
か
ら
湖
へ
続
く
道	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

日
は
西
に
鴨
動
か
ざ
る
湖
の
色	

岡
村
敏
子（
新
山
）

マ
ス
ク
と
り
旅
の
写
真
に
入
り
け
り	

福
本
き
み
え（
新
山
）

こ
だ
わ
り
の
薄
れ
気
安
き
年
用
意	

代
静（
犬
塚
）

日
短
に
探
し
も
の
ば
か
り
し
て
を
り
ぬ	

根
本
京
子（
高
田
）

大
仏
の
立
ち
姿
よ
り
初
日
影	

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

雪
景
色
信し
な
の
さ
か
い

濃
境
を
過
ぎ
て
よ
り	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

年
の
瀬
の
街
に
募
金
の
子
ら
の
声	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

想
い
出
の
筑
波
が
そ
こ
に
寒
い
橋	

根
本
静
江（
阿
波
）

凍
り
た
る
水
を
舐
め
た
る
犬
の
顔	

小
貫
和
子（
浮
島
）

白
菜
を
漬
け
て
お
い
し
い
季
と
な
り	

高
柳
ゆ
き
子（
古
渡
）

古
暦
片
付
け
母
の
部
屋
広
し	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

冬
晴
れ
や
筑
波
も
富
士
も
見
え
る
窓	

埜
口
信
子（
阿
波
）

朽
舟
の
朽
ち
た
る
ま
ま
に
枯
真
菰	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

枝
の
ま
ま
ふ
く
れ
蜜
柑
の
壷
に
あ
ふ
れ	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

散
歩
道
初
日
に
出
会
い
手
を
合
わ
す	

高
須
湖
城（
浮
島
）

雪
景
色
神
の
芸
術
こ
れ
偉
大	

酒
井
君
江（
時
崎
）

迷
い
来
て
子
猫
の
三
太
は
幸
せ
を
い
っ
ぱ
い
く
れ
て
風
に
乗
り
逝
く	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

雨
止
み
し
山
路
下
れ
ば
見
放さ

く
森
靄
立
ち
昇
り
幻
の
ご
と	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

亡
き
君
を
し
の
ぶ
よ
す
が
と
咲
き
盛
る
黄
菊
手
折
り
て
活
け
る
こ
の
宵	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

自
分
史
を
書
き
遺
さ
ん
か
新
し
き
六
十
二
冊
目
の
日
記
購あ
が
なう	
根
本
正
直（
門
前
）

山
茶
花
の
咲
き
盛
り
お
り
紅
に
物
言
う
ご
と
き
亡
き
友
の
家	
野
沢
と
よ（
羽
賀
）

仏
壇
に
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
広
が
れ
ば
亡
き
夫
の
顔
眼
に
う
か
び
来
る	

松
本
静
子（
西
町
）

筑
波
嶺
・
鹿
嶋
・
香
取
を
一
望
に
阿
波
崎
城
址
椎
古
木
立
つ	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

そ
こ
だ
け
が
無
声
映
画
の
ご
と
く
見
え
水
鳥
漂
う
冬
の
陽
浴
び
て	

財
部
睦
美（
光
葉
）

ト
リ
プ
ル
の
選
挙
で
街
が
賑
や
か
に
し
ば
し
と
知
る
も
活
気
嬉
し
も	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

初
夢
に
お
ぼ
ろ
に
見
え
し
夫
の
顔
か
す
か
な
声
に
無
理
は
す
る
な
と	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

今
日
も
ま
た
孫
と
い
う
名
の
宝
物
外
孫
な
れ
ど
元
気
を
も
ら
ふ	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

新
し
い
暦
捲
れ
ば
孫
子
の
歳
家
庭
史
ま
で
も
記
憶
新
た
に	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

初
詣
で
の
観
音
様
に
何
願
う
ふ
く
よ
か
な
手
の
幼
き
子
ら
は	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

う
す
れ
ゆ
く
雲
は
枯
れ
野
に
影
映
し
ま
ど
か
な
る
月
我
の
頭
上
に
あ
り	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

圃
場
を
ひ
と
り
黙
々
歩
む
そ
の
彼
方
茜
の
空
に
遠
冨
士
映
ゆ
る	

川
村
と
み（
堀
川
）

雀
ら
は
今
日
も
来
鳴
く
や
冬
陽
さ
す
明
る
き
庭
ゆ
声
の
透
き
く
る	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

十
二
月
八
日
と
聞
け
ば
大
戦
の
忌
ま
わ
し
き
憶
い
肌
に
粟
立
つ	

柴
崎
文
子（
町
田
）

高
枝
に
残
る
熟
れ
柿
首
か
し
げ
つ
い
ば
む
小
鳥
が
今
日
も
耒
て
を
り	

板
橋
道
子（
福
田
）

東
中
の
小
気
味
よ
く
響
る
吹
奏
の『
故
郷
』『
赤
と
ん
ぼ
』慕
わ
し
く
聴
く	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

名
月
に
重
ね
て
悼
む
戦
争
に
征
き
に
し
友
の
い
く
た
り
の
顔	

小
泉
實（
福
田
）

戯
れ
に
我
を
だ
き
し
め
し
夫
の
亡
く
木
枯
ら
し
寒
く
ひ
と
日
過
ぎ
た
り	

根
本
邦
子（
押
砂
）

奉
仕
せ
る
皆
を
労
う
天
皇
の
御
声
か
み
し
む
御
前
に
立
ち
て	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

う
す
月
の
さ
ぎ
り
い
る
朝
小
鳥
鳴
き
ふ
と
雪
国
の
我
子
案
ず
る	

酒
井
君
江（
時
崎
）

	

△古渡橋

△高田橋

△小野川の略図



稲敷いなのすけ広報へのご意見を！　市民の皆さんのご意見、ご提案を今後の編集に反映していきたいと思います。
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＜頭とチョンマゲをつくる＞

＜うでと下半身をつくる＞

わたしたちを
作ろう！

『ファーマーズマーケット @ 水戸』
9月28日に参加した「水戸まちなかフェスティバル」について、
ご紹介します。当日は、水戸駅北口の国道50号線を歩行者天国に
して行なわれたこともあり、多くの人々で賑わいました。今回の
稲四季弁当プロジェクトは『稲わらワークショップ』と称して、こ
ども達を対象にした、わら細工体験を実施しました。稲わらは、ち
ょうどこの時期に稲刈りを終えた、地元の農家さんである新木さ

んに協力してもらって、活用しました。このワークショップの目
的は、こども達に稲敷で採れる食材のことや昔の習慣を知っても
らうというもので、当日は遊びを通して楽しみながら体験をする
こども達の姿や親子がみられました。稲敷の魅力を伝えることが
できた、実りのある1日になったのではないかと思います。

リポーター：筑波大学芸術専門学群　当田 亜利

1：用意したワラを根元でそろえ、根
元から20センチくらいのところを
タコ糸で結わえ、ワラ束をつくる。

4*：5センチほどなわが出来たら
丸結びにするとうでになる。逆側
も同様にして2本のうでが出来る。

5：ワラ束を適当な長さで
切りそろえる。底面部分を
少し広げて人形を立たせる。

5：完成。好きなかざりをつ
けよう！

2：タコ糸で結わえたと
ころを基点に一本ずつ丁
寧に折り曲げていく

3：真ん中のワラを一本ずつ残し
たまま、上部3センチほどでもう
一度結ぶ。人形の顔が出来る。

4：一本残したワラを2センチく
らいで切って半分に折り曲げ、そ
の根元をタコ糸で結ぶ。チョンマ
ゲの出来上がり。

稲四季弁当プロジェクト稲四季弁当プロジェクト
〜稲わらワークショップ〜


